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4 月 19 日キッチングランマにて新年度の初会合を

開きました。参加者は 7名。参加を予定していた中

村はウイルス性胃腸炎で寝込んでしまい、ドタキャ

ンしてしまいました。

キッチングランマでの昼食を摂りながらの歓談と

新年度の活動について話し合って頂きました。

有田で磁器焼成が始まる前、全国統一を成し遂げ

た豊臣秀吉が、その 2 年後に始まる朝鮮出兵の拠点

として呼子の地に名護屋城が築かれたことを皆様が

ご存知の通りですが、全国から多くの大名や武士た

ちがこの地に集まり、一時期には 20 万人以上の人で

賑わったと言われています。

名護屋城の周囲には多くの陣屋が作られており、

その一部を今回は見学したいと思っています。

【実施日時】5 月 23 日 9：00
【集合場所】有田町庁舎駐車場

呼子朝市が正午まで行われているので、朝市見学

と昼食を兼ねて散策予定です。

【見学研修】13：00～15：00
名護屋城博物館では家田館長の案内で館内の見学

と近隣の陣屋巡りを数ヵ所予定しています。

16：00～16：30 頃に有田へ戻る予定です。

当日は梅雨入りしていることも考えられますの

で、無理のない活動を考えています。

※イメージです。

活動計画（案）のほか

尾﨑顧問には「有田人物

伝講義」の続きをお願い

したいと思っています。

また山口信行氏には

柴田コレクションを独

自の視点で解説して頂

く予定です。

さらに大串会長には、

今年が戦後 80 年になる

ことから、戦後遺産にな

る近隣の防空壕などの

視察見学なども計画し

たいと思います。

先日、坂井さんが怪我で入

院されました。奥様のお話で

は良くしゃべり元気とのこ

と安心しました。一日でも早

い回復を願っております。

会員の皆様も自分自身の

健康管理に努めて頂きます

ようお願いいたします。


